交流ロボコン2009ルールブック（審判用？）　　
3.「マシン」

i マシンの条件

(1)競技に参加できるマシン

　　各チームは1台の手動マシンを製作し競技に参加させる。マシンの分離は認められない。

    分離物の使用も認めない。

　　ひもでつながっているものは認められる。

　　得点行為のために大きく寸法オーバーした場合を除いて、ひもによる寸法オーバーは罰則をとりません。

ii マシンの合体

(1)合体の定義

　　合体の定義は、「一方の駆動が浮いている状態かつ、マシン同士が接触している。もしくは、一方の駆動が浮いている状態かつ、機構的に連結されている状態」とする。

　　なお、マジックテープ等を使用する場合も合体とみなしてよいがテープがはがれた瞬間に寸法オーバーになる可能性があるので注意すること。

 (3)合体したマシンのサイズ違反

　　合体した後のマシンが競技中に規定違反のサイズになった場合、マシンの寸法を下げるための行動のみを行うこと。

4.「競技の内容」　

iセッティングと競技のスタート

(1)セッティング

　　マシンのセッティングは、メンバー全員で行うことができる。また、セッティングタイムの間にセッティングが終わらない場合、競技時間に入ってセッティングを続けることができる。

　　この場合は競技開始後に競技フィールド外でマシンのセッティングを行う。マシンのセッティングが終わり次第、スタートゾーンから副審の合図でスタートできる。この間、競技時間は経過する。
(2)競技のスタート

　　競技のスタートは、時計のスタート音または審判の合図により、両チームは「スタートゾーン」を出て競技を開始する。

　　競技終了時も同じとする。

(3)フライングと再スタート

　　フライングが起きた場合は、両チームとも審判の指示で再びセッティングを行い、再スタートする。

    フライングは罰則をとるので気を付けてください。

ii 制限時間

(1)競技時間

    競技時間は3分間とする

(2)セッティングタイム

　　スタート前のセッティングタイムは１分間とする。

　　両チームともにセッティングが終わった場合はその時点でセッティングタイムを終了する。

　　

iii リトライ

(1)リトライの定義

　　競技開始後、マシンが不調な場合、競技時間内にもう一度必要なセッティングを競技フィールド外でし、スタートゾーンから競技を再開することができる。これをリトライと呼ぶ。
リトライの回数に制限はない。
(2)リトライの宣言

　　リトライは、操縦者が審判に「リトライ」と宣言し認められる。

　　リトライが認められた後、操縦者含めメンバーはマシンに触れることが出来る。

    その際に持っていたオブジェはその場に置くこととする。（ヌシは大沼の元の位置に戻す。）

　　ただし、すぐにマシンを止めなければ危険な場合などに先にマシンにふれた場合、自動的にリトライとみなす。

iv 進入の制限

    (1)マシンは沼と名のつくゾーンに接地してはならない。

　　　 接地してしまった場合は、5.iii の接地禁止ゾーンでの罰則の対象になる。

       上空への進入は可。　　 

　　(2)マシンが合体した場合、自分の色の沼と共有沼に接地・進入することができる。

v 得点

(1)得点

　　得点は、得点ゾーン上と、かごに入っている各オブジェの点数の合計に

　　かごの中にあるオブジェの数×１点を足したものとする。

(2)得点となるオブジェの判定

　　得点ゾーンに接地していること。

　　得点ゾーン上でオブジェ同士が重なって得点ゾーンに接地していないものは得点とする。

　　かごに入っていること。得点ゾーンに接地しているオブジェはかごに入ってるとはみなさない。

　　＜補足＞

　　マシンが触れているオブジェは得点にならない。

vi 勝敗

(1)大漁勝利

　　以下の２項目の条件を満たしたとき、審判に申告すると、大漁勝利となり、その時点で競技を終了する。

　　・3分間の競技時間内に全種類（５種類）のオブジェを得点ゾーンに運ぶこと。

　　・合体をした状態で最後の種類のオブジェをとること。

　　（すでに全種類のオブジェを回収している場合はどの種類のオブジェでも良い。）

(2)優勢勝ち

　　競技時間内に両チーム共に大漁勝利できなかった場合、得点が高いほうを勝ちとする。

(3)同点の場合

　　同点の場合は相手より高得点なオブジェを持っている＞オブジェの数＞審判等の判断の順で勝敗を決定する。

5.「競技中の禁止行為・罰則」

i 禁止行為

　　故意に相手のマシンを攻撃する行為

　　故意に相手のマシンの動きを妨害する行為

　　相手の色の沼ゾーンのオブジェをとる行為

　　相手の得点ゾーン、またはかごの中にあるオブジェを奪う行為

　　相手のマシンの受光部を塞ぐ行為

　　故意にオブジェを破壊する行為

　　フライング

　　場外（上空を含む）

　　その他アイデアマンシップに反する行為

ii 罰則

    マシンや操縦者などが禁止行為をした場合、それに罰則を与える。

　　罰則は、「20秒間マシンをその場に停止させる。ただし試合を進める上で問題になる場合は

　　　　　　　マシンを手で、又は操縦して問題にならない場所まで移動」

iii 接地が禁止された沼ゾーンでの罰則

    接地が禁止された沼でマシンの一部が接地してしまった場合、その沼ゾーンから離れる行為だけを行う。

    離れることができない場合は、競技を中断したままとするか、リトライをする。

    オブジェを保持しているときは 、一度オブジェをはなすこと。はなさない場合はその得点は無効となる。

ⅳ 競技の中断

　　相手のマシンと絡まるなど、競技に支障をきたす場合には審判が競技を中断する。

　　その問題を解決したのち、競技を再開することができる。

　　＜補足＞

　　自走部を回収した場合試合を中断する。

    もしオブジェ部が載っている場合は自走部ごと元の場所にもどし、オブジェ部が載っていなかった場合はフィールド外に自走部を出す。オブジェが乗っていた場合はオブジェごと元の位置に戻す。　

Ｑ＆Ａ
Ｑ１、装飾と配線のコードはサイズ制限に入りますか？

Ａ１、有線のマシンの場合、コントローラとマシンをつなぐコードはサイズ制限に含みません。またアンテナもサイズ制限に含みません。

ただし、そのコード類やアンテナでオブジェをとったり運んだりしてはいけません。

マシンの装飾はサイズ制限に含みます。

Ｑ２、のぼりのサイズを満たしている装飾はどんな形でものぼりとしていいのですか？

Ａ２、のぼりのサイズを満たしていれば、装飾はどんな形でものぼりとします。

